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それでは，私からお話をはじめさせていただきます。

彼のかた，私の声が十分聞こえていますでしょうか？

それではこの程度の声の大きさでお話をします。

今日私に与えられたテーマは，ここに書いてありま

すように農学部・生産環境科学科における複数コース

制の現状と課題ということです。

これまでお話された先生は，この後に話す内容のコ

ンテンツがちゃんとでてきたのですが，私の場合話す

内容があまりありませんので，コンテンツを出すとく

どくなってしまいます。そこで表題だけで説明をさせ

ていただきますが，ポイントは生産環境科学科は，1

つの学科の中に4つのコース，複数のコースを1つの

学科のなかに設けていますが，どうしてそのような組

織になっているのか？という履歴と課題です。

まもなく番組は終了するそうでが，ⅣHKのプロジェ

クトⅩをイメージして下さるとわかりやすいのですが，

現在の組織，体系ができあがったプロセスについてお

話しをします。その後に現状でどのような問題をかか

えているのか？についてお話をさせていただきます。

現在農学部では「m宣言」をキャッチ・コピーとし

て学部の紹介をしていますが，学部には3学科11コー

ス1センターがあります。ちなみに，m宣言というの

は若い人連にfA宣言をしてもらって農学部に来ても

らおうということですが，先生方は道に自由契約にな

るのではないかという心配があります。新潟大学農学

部は，今言いましたように，3学科11コース1セン

ターで，ここに示した学科があります。これが生産環

境科学科です。もちろん現在はこのように3学科11

コース1センターで運営されていますが，いろし1ろな

粁余曲折を経てこのような組織になっていますので，

その過程について簡単に説明させていただきます。

1991年に農学部の改組がありました。改組以前は農

学科，林学科などの5つの学科と2つの附属施設があ

りましたが，改組後学科の構成が現在と同じになりま

した。この頃は新潟に限らず全国で色々な大学の改組

が行われた時期だと聞いております。ちなみに，その

頃私は大学におりませんでしたので耳学問になります

が，農業生産科学科，応用生物化学科，そして生産環

境科学科の3学科です。これらの矢印が示すように，

5つの学科からいろいろ何かが動いて3つの学科に統

合されましたが，何がペースになっていたのかという

と，この時の改組では講座がベースでした。そのため

例えば，私が卒業した林学科にはいくつかの講座が

あったのですが，大部分は生産環境科学科に移ってい

ますけれども，一部は農業生産科学科や応用生物化学

科に移動しています。あくまでも講座を単位として学

科，講座の相互関係の中で決まってし1ったというのが

正直なところではないかと考えています。

その後丁度10年が経ちました。まさに10年一昔とい

う言葉で語られるように，10年経って一区切りで2001

年にまた改組がありました。このときの改組ではこの

ようになりました。実は，学科も，枠組みも変わって

Vlません。変わったところは附属施設が1つになった

ことです。そのため，この改組は1991年の改組と比較

したら改組の規模は非常に小さいだろうと考えがちで

す。しかし個人的には，1991年より2001年のほうが，

より大きな改組だったのではないかと理解をしていま

す。

それは具体的にどのようなことなのかということに

なりますが，生産環境科学科に注目して下さい。生産

環境科学科は1991年改組により3つの講座ができまし

た。それが，2001年の改組ではなんと生産環境科学講

座という1講座になりました。学科と講座の名称が一

緒というのは所属を書く際に少し間抜けな感じがして

しまうのですが，いずれせよ，講座は1つになりまし

た。

では，講座が1つになったかわりに何か新しい組織

ができたのか？ここが重要でが，ここに示した4つの

専修コース，学生が所属する教育のためのコースが4

つできました。では，何故4つのコースが出来たの

か？ということが重要なポイントになってきます。そ

れを説明する上で，農学部で当時どんな事を考えてい

たのか？ということが重要ですので，それについてお

話を進めさせていただきます。

2001年における農学部の教育観織改組の目的は，こ

こに書いてある3つです。社会的要請に対応した教育

体系の構築，新しい教員組織の構築，そして新しい教

育システムの構築です。具体的な作業として学部改組

検討委貞会で，大体このようなときにはなんたら重点

会というものができますが，かなり集中的な議論をし

ました。その中で，例えば社会的要請に対応した教育

体系の構築に関しては，明確な教育目標を設定しまし
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た。要は，「教える側の意志をちゃんと統一しておき

ましょう。」ということです。付加価値を明確にし，

学生達，学ぶ側の目標もきちんと決めておきましょう

ということになります。それを支える意味で農場と演

習林の2つの附属施設が発展的に統合されました。あ

くまでもこれは，教育を上手く進めていくためのひと

つの手段として発展的統合があるというふうに理解を

すべきだと考えています。

その他に，新しい教員組織の構築，教育システムの

構築について大きく2つのことが考えられました。

ひとつは，研究と教育のシステムを分・離することで

す。そのためには，教員は専修コースに所属しないと

いう考え方が必要です。これについては，またあとで

詳しく説明をします。そしてもう一つは，教育内容が

教員の得意な研究分野だけに偏らないよう，各学科に

複数の専修コースを設けるということです。その結果，

生産環境科学科では，まず学科としてのアイデンティ

ティー，もしくは学科としての理念がまず必要だとい

うことで，ここに示した「食料生産のための基盤整備

と情報ネットワークの活用」ですとか，「持続的な地

域環境と地域生態系の創出」とし1ったことに焦点を合

わせた教育をしていくことを学科全体の議論の中で絞

り込んでいきました。

それを受け，地域の環境と生産活動を支える新しい

技術者養成プログラムを立ち上げることになりました。

先程は農学部の中でどんな議論があったのかというお

話をしてきまLたが，ここでは学科の中ではどんな議

論がなされてきたのかということをご紹介します。生

産環境科学科では先程紹介した理念に合わせ，4専修

コースを設定することになりました。

このコースの設定に関して，学生アンケート等を学

部でやってきましたので，その結果を参考にしたり，

農学部の場合はやはり応用科学ですので，現場とのい

ろいろなやりとりの中で実際の現場ではどんなことが

必要とされているのかという議論を通したりして，結

局4専修コースを設定することで落ち着きました。

次にコース主任会議を設け，非常に重要な教育目標，

教育力リキュラムの案を作成しました。当然，教育目

標，それを達成するための教育力リキュラムの案が，

4専修コース分できてくるわけですが，それらについ

て，「私の専門とはあまり関係ありません。」，「私は興

味ありませんよ。」，「だから，適当に決めてくださ

い。」ということではなく，学科の全教貞が参加する

ワークショップを集中的に開催しました。そこで，4

専修コースごとに，どのような教育をしていくのかと

いう真聾な議論をしてきました。

その結果，コースの教育目標を設定するための出口

論の明確化，合理的なカリキュラムとするためのコー

ス授業科目の整理統合と新科目の設定が行われました。

コースの教育目標設定に関しては，例えば「4年間勉

強したら社会のどういうところで活躍してもらいたい

のかということをはっきりさせておきましょう。」と

いうような議論をしましたし，「生物生産情報工学

コースでは2年生，3年生ではこのような授業科目と

内容が必要でしょう。」というような各専修コースの

出口論に合わせた学習内容をきっちり話し合ってVlき

ました。そして，これまでの講座ペースからコース

ベースの教育へ移行していく過程で，複数コースにお

けるカリキュラムの組み立てはレディ・メイドとオー

ダー・メイドの中間程度にあるのではないかと考えま

した。

つまり，最近は学生が履修する科目の自由度を高く

することが主流になっており，学生が自由に好きな科

目を履修できるということもカリキュラム設定の1つ

の選択肢として考えられます。しかし，学習教育目標，

もしくは出口論を絞ることにより，ある程度カリキュ

ラムも放り込まれ，履修できる科目，履修すべき科目

が決まってしまいます。そこで，個々の科目を組み合

わせる自由度が少なくなることを，4つの専修コース

を設けてコース選択の自由度を高めることでカバーを

していこうと考えました。科目履修の自由度が高い方

式は，食事でいえば“バイキング方式”ですが，生産

環境科学科の方式は“定食”になります。ただし，メ

インのおかずが焼魚の和定食，酢豚の中華定食，そし

てステーキの洋定食というようにいろいろな定食から

選べるようなカリキュラムを作っていきたいと考えま

した。

次はそんなコース教育の流れを説明します。学生を

募集する際の単位は学科ですので，受験生は生産環境

科学科を受験することになります。そして，入学した

学生は1年間は生産環境科学科の学生として勉強した

後，専修コースを選択します。つまり，1年から2年

の間に専修コースを選択して，2年生になるともう各

専修コースに所属して勉強することになります。その

後，コースの変更も認められていますが，3年の第2

期には卒論指導の先生を決めて，卒論を意識しながら

勉強をすることになります。

私たちは，もちろん，それぞれの専修コースに分属

してからの教育がとても重要だと考えました。しかし

それとともに，1年目の教育，初年次教育をどのよう

に考えていくのかということにもかなり腐心をしまし

た。1つの学科の中に専修コースが4つありますので，

各コースの独自性があるのですが，それに加えるべき

学科のアイデンティティーをどうするのか，もしくは

2年次以降のコース教育をスムーズに進めてゆくため

の初年次教育をどうするのか，ということを学科全体

で議論しました。

初年次教育の枠組みとして，スタディスキルズがあ

ります。これは学科，学部独自ではなく，全学で取り

組んでいますが，学科独自でそのスタディスキルズと

コテボレイ卜した情報処理演習を開講しています。ま

た，学部で地域交流サテライト実習を行っていますし，
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各専修コースの内容を紹介する概論もあります。

この初年次数育の枠組みを，「スタディスキルズ」

と「情報処理演習」が学習スキルに関する科目，「地

域交流サテライト実習」と「コース概論」は学生が4

年間学んでゆくためのモチベーションに関する科目，

そしてそれらが一体化して専門教育へソフトランディ

ングをするということから，その頭文字をとってス

マート計画と呼んでいます。

もう少し具体的な内容を，新入生ガイダンスで使用

するパワーポイントで説明します。1年の1学期はま

ずウォーミングアップですので，スタディスキルズな

どの科目を履修し，専修コースにこだわらず幅広く勉

強してくださいとガイダンスLます。例えば，スタ

ディスキルズは一人前の大学生になるための科目で，

半期終了時点でプレゼンテーションがしっかりとでき

るし，情報処理もできるようになりますと紹介します。

地域交流サテライト実習は，多分皆さんは初めて耳に

する科目だと思いますが，1年生をさまざまな農学の

現場に連れ出そうという授業です。例えば，新潟県は

皆さんご存知のように農業県ですが，コシヒカリを

作っている現場がどんな場所なのか，生産されたお米

からおせんべいはどうやって作られているのかという

ことを学生はよく知りません。また，私の専門では，

今，森林はどんなことに病んでいるのか，それは何が

問題なのかというようなことを，入学したての学生に

考える機会を提供し，これからどんなことを考えなが

ら勉強して行けば良いのかということをしっかり理解

してもらおうという授業です。すなわち，疑問，そし

て発見を学びの衝動にかえていくための科目です。

1年生の2学期になると，今度はコース選択を視野

にステップアップをするために，それぞれのコースの

中で共通性の高い科目を開講しています。大学でやり

たいことは何なのかをじっくり考えながら，この半期

を過ごすことになります。

2年生以降は，各専修コースに分属して勉強してい

きます。各コースには全て学習教育目標が定められて

おり，その学習教育目標をペースにカリキュラムが組

み立てられています。学生もそれにそって勉強をして

いきます。具体的なカリキュラムはこの表のように

なっています。学習教育目標毎に，どのような科目の

組み合わせでその目標が達成できるのか？付加価値が

ついてゆくのか？ということを学生にしっかり理解し

てもらいます。また，私たち敦貞も学習教育目標，そ

れを達成するためのカリキュラム，すなわち科目の流

れを十分理解した上で授業をしていきます。

それでは，このような複数の専修コースを支える組

織にどのようなものがあるか説明します。まず，コー

ス会議があり，コース会議の長がコース主任となりま

す。そしてコース主任の会議があります。このコース

主任会議の下に学科の教育改善を支える様々な組織が

あります。ここでひとつ強調しておきたいのが，この

コース会議のメンバーです。コース会議のメンバーを

決める基本は，カリキュラムです。カリキュラムは，

各専修コースの学習教育目標を達成するために必要な

科目で成り立っており，当然のことながら，その科目

を担当する先生がいます。そしてその科目を担当する

先生は，当該コース会議に出席しなければなりません。

また逆に，あるコースではカリキュラムのコアになる

科目をいっさい担当していない先生もおりますが，そ

の先生もオブザーバーとして参加することができます。

したがって，一人の先生が1つのコース会議に出れば

良いというわけではなく，複数のコース会議に出なけ

ればならないことになります。実際，先生によっては

3つとか，4つコース会議に出ているのが実状です。

その他に学科全体を統括する科内会議があります。

あくまでも4つの専修コースを運営していくのは学科

です。そのため，コース会議で議決L，あるコースだ

けが単独で何かを実行するということはごく稀で，

コース主任会議で議論し，そして更に調整をして学科

全体で考え，実行に移していくことになります。

そのため，コース主任会議がとても重要です。毎年，

コース主任会議の代表者である議長の先生がおられる

のですが，私どもの学科ではコース主任会議の議長は

影の学科長と呼ばれ，教育に関しては，ある意味，学

科長よりも重要な役割を担っているといえるかもしれ

ません。コース会議とコース主任会議，そして科内会

議，このシステムを通して私達は，教員が専修コース

に属しているわけではないのだという意識を強く持と

うとしています。

これは学生への説明に利用しているスライドですがプ

私達はスタッフです。そして専修コースは学生が選択

する学習プランです。そして，私たちスタッフはこの

ように複数の専修コースの教育にかかわっていきます

よということを，学科の教員は強く意識しています。

また，卒論指導教員の決定が，3年の第2期に行われ

ます。この卒論指導敦貞や卒論テーマについても，専

修コース選択同様，学生主導で決められています。学

生は，所属するコースにかかわらず，コース教育に関

わるテーマであれば自由に教員を選ぶこができます。

学科の教員であれば，どの教員に卒論指導をしても

らってもかまわない。さらにそれだけではなく，他の

学科とか他の学部ということも可能にしていきたいと

考えています。

今ほど説明したコース会議ですが，コース会議にお

いて具体的にどのようなことをやっているのかについ

て説明します。コース会議では，当該専修コースのカ

リキュラム，授業内容ヤシラパスについて検討，改善

を行ってVlます。そして，関連各教科の成績評価の確

認，学習教育目標達成度の評価，そしてプログラム終

了の判定についてもコース会議で行っています。この

ように，コースの様々な重要な事項を決めていくので

すが，その過程において科目等の属人性を排除してい
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こうということを強く意識しています。

これからシラバスの締め切りが段々近づいてきます

ので，皆さんの中にはだんだん気が重くなっている方

もおられると思いますが，私達は締め切りよりもかな

り早い時期にシラバスを書かなければなりません。そ

れは，事前にコース主任にシラバスを提出し，コース

会議においてコース関連教員全員で提出されたシラバ

スについて，体裁だけでなく，授業の内容，評価方法

の確認をするためです。それと同じように，担当教貞

ひとりで勝手に成績をつけ，それを入力することはで

きません。担当敦貞が成績評価をした後に，コース会

議を開催し，レポート，答案などを整理した授業ファ

イル等をもとに，学生一人一人が本当に学習教育目標

を達成できたのかどうかについて敦貞全貞で確認をし

ます。

学科の教育システムの機能を高めるため，例えば，

授業公開を実施しています。授業公開は授業能力の向

上のためでもありますが，教員相互に授業内容の確

認・調整をする目的もあります。さらに外部評価です。

社会のニーズから考えて個々の授業の内容，さらには

コースの学習教育目標が適切なのかなどについて外部

評価を受けています。更に，4つの専修コースは技術

者教育プログラムであると標模していますので，外部

評価のひとつとして，昨年2004年度に，4つの専修

コースのうち2つのコースでJABEEによる技術者教育

プログラムの認定審査を受けました。そして2つの専

修コースとも，幸いなことに，技術者教育プログラム

として認定を受けることができました。もちろん，

甚BEEによる評価が社会全体の評価のどの部分につい

てどの程度を反映しているのかという議論は必要です

が，折に触れ，外部からの評価を受けてし1く取り組み

をしています。

最後に，今後の課題に移ります。丁度今年の3月に

新しいカリキュラムの学生が卒業しましたが，これは

生産環境科学科の進路状況です。詳細にみていくと課

題もありますが，それぞれの専修コースが当初目的と

したところに大体落ち着いているのではないかと考え

ています。

これは，学科の就職担当の先生が作成したスライド

をお借りしてきたものです。ここで，就職試験に対し

て本学科の有利な点，不利な点が整理されていますが，

これがまさに，これからの課題に結びついています。

まず，カリキュラムの整備が一応進んでいいますが，

学科の教員は減少します。そして，就職状況は好転し

つつありますが，公共事業は減少しています。これは，

公共事業ではなくて公務員と読み替えることができま

す。公務貞の募集はどんどん減ってきています。これ

らについての対応が，学科の大きな課題になっていく

と考えています。

すなわち，学科数貞の減少をふまえてカリキュラム

の整備をどう進めていくのかが課題になります。例え

ば，学科に入学する学生は毎年50人強ですが，それら

の学生がどの専修コースを選んでいるのかをみると，

かなり偏りがあります。もちろん，それぞれのコース

の学生数を均等にするという分属方法もありますが，

私達は均等にするのではなく，学生の希望を可能な限

り尊重することを優先しているため，偏りが生じてい

ます。そのため，入ってくる学生達の要望に臨機応変

にどう応えていけばよいのか，それに合わせてカリ

キュラムをどう考え，整備していけば良いのかという

ことが大きな課題のひとつだと思います。

更に，志願者の減少傾向，すなわち受験倍率の低下

への対応があります。学科では教育についてそれなり

の努力をしているのですが，その努力をどのように伝

えていったら良いかということです。もちろん，良い

学生を社会に送り込みことで評価されることが本筋で

あり，比較的取り組みやすい方法でもあると考えてい

ますが，とりあえずこれから入学しようとしている人

達に私達の教育についてどうやって伝えていったらよ

いのだろうかという暗中模索の状態が続いています。

これは2001年の農学部の教育観織改組の目的を示し

ていますが，実はこの目的は変わっていないと考えて

います。つまり，全く同じことが今も私達に問われて

いて，私達自身が教育プログラムと一緒に変化し続け

られるのかどうかということが，一番の課題でなVlか

と考えています。どうもありがとうございました。
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［亘：亘］

免だい裔準個櫓転で恕岨軒凱

垂琵む∴。
圭　強

炉

も愚しば島く恕持奄下垂い¢

軒

蛸雛紡瑚掛軸軌紺烏

離婚精轍鮒輯朝鮎蛸輔肺凋

19鮎年　農学部改組

竪〕
口

蓋麗戎
★

［‖「＝鹿」

「画面垂垂画

L　農畢型「

「画」
よ膣垂埋草画

農業生塵科学科

応用生物化学科

生鹿環境科学科

附属農囁

附属演習林

農学部生鹿環境科学科に蜘掩
榛数ヨー黒制㊥　　　葉口霧来
観横と秤題　自然科学卦よ学部抵当

離湯来撃農撃椰偲沿革
3学科　玉里コ【鼠1センター

知　慮叢生塵科学科

食料・許源経済学／植物生産

動物生産学／地域総合農学

匪　応用生物化学科

分子生命科学／生物資源科学／食品■栄養科学

齢　生産環境科学科

生物生産情報工学／生態環境科草

地域環境工学／森林管理科学

匪「芥戸「抽ド科学教育研究センタ【

企画交流部／測地生産部／森林生態部

遥（泊1年　農学部改組

農業生鹿科学科

よ　応用生物化学科
学
部　生産環境科学科

附属農場

附属演習林

農業生産料学科

応用生物化学科

生産環境科学科

附属フィールド科学

教育研究センター
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認佃丑年　農学部改組

生
産
環
境
科
学
科

‾至葦喜≡＿

森林環境
管理学講座

生物生産
情報学講座

生
産
環
境
科
学
講
座

遼鵬1年　農学部改組

専修コ¶見

生
産
環
境
科
学
科

地域環境
工学講座

森林環境
管理学講座

生物生産

情報学訴座

生
産
環
境
科
学
講
座

地域環境工学コース

生態環境科学コ一見

森林管理料学コース

生物生鹿情報工学コ一見

軟膏体制の整備に熊青竜集中的議論
筆跡・改組検討喪具垂

○観鹿的寮鮪に対応』た観常体寮鞄構簸
く

．・・ゞ　－「∵：：・－、

ヾこ・こ・■：

t　て

ノrイ　　∨V

r・エノ

＞・・：十、・・：・・：：‥‥．、・∴■：■P・：「－ヾ

態明確な教育目標を設定（敬える偶の意思統－）

態付加価値を明確に示す博ぶ側の日額）

態農場・演習林の発展的統合

¶皐フィ岬ルド科学教育研究センタ剛

丑0（丑年鹿農学部

載育組織改組偲眉的

場敵意醜要諦臆対応』た敏常勝轟鞄橋渡

○齋』転篭敬鼎鰻絶命構築

○新』監㌔故蘭か鼠菅息鞄構築

載青侍制¢整備旺隋青竜集中的議論
学部・故親鹿討重点垂

i′r

イ　　　　　　　　　　　　　　〉

∴、：こ1ヾ・；、■∴．・；　　ゝ

rH＝㌧　㌧汁

（・－・．・．■　・二・ミ′

瓢新兢㌔敵農鱒轍の構賽

紡新転転ヽ敏蘭諺鼠膏血勒構築

態研・究と教育のシ束子ムの分離

→1学科1大諦座

→教員は教育コースに所属しない

態得意な研究分野に偏らない教育

→各学科に棟数亀教育コースを設ける
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［亘：亘］

生産環礁制嘩制偲理念
地域の自然環境と調和した

農林業の生産活動を

環
保
握
胃く闘

毒壷
食「料

生　産

続的に発展させるために、

愈観慮魔儲鷹廟儲

基盤整備藍情報軸軒誓脚昏薗漁網

棒線純な藤林環境藍

地域盤態露命俸塵盈創出

に焦点をあわせた教育を行う

生産環境科学科旺お謄奄
軟膏内専¢検討i学科・改組準備

亜4コースを設定

頓コース主任会議が重責塵垂の素案を性感

嗜学科全件で各コースの蟄蚤鞄垂の素案を検討す

るための集中的なワークかヨッブを実施

鴎コースの教育目棲啓蟄定（出口諭助明確他

項コ【スの授業料目の整理統合と竪塾旦の設定

進路
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■
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■

芸

．湖畔軒肇轄甥幣単糖輿㍊
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i八州…泄脚＝や九裾叫や10…，く九○鼻職州ケ…，t九○入○人中人中1寸月中中h－九○萬○几†萬や■7一←，・印†入†入†入†■7く1－ろ†入†∧†入†再■－・柚中丸叫叫叫叫やく岬押入○人環

室　　　　　　生艶雄軸尊　　　　　　重
童韓購帝輩構築起業縄赴凍点蛸熊尭蘇割　童

心lヽ′一■小 …・－00

生産環億刹摩制偶薗育目牒

地域命環境度盤魔活動審糞藍愚

匪鱗』』㌔捜衛審養成晋m齋肇品蔚豊島患げ

生産環境科学科臨海昨春
教育内専の検討†学科・改組準億

励薫こ巨十耗満雄駄昔Lん二・ノ　ンv

埴ニト宣註事項鞍暮沼濯鳶墨静登銅鏡賞翫錆嚢㍍霹覇雄甘露

射弊習蓑萬帯域嵩巨専書躇描粧里
ごこ・二←．∴こ；；；こ：≒、；ミ、・∴・て・：∴：」，・＝∴：・・：・二…‥‥∴　　．、
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射計一見成増網引訃標麿儲帽円債口論助噸招

亜 〉・ノ　r
＼、■㌧－－

盤廟堂塵情報攣ヨm鼠

情報技術の活用により人と自然に優し

い農業技術の自動化と農業生産から

食品加工までをトータルシ鼠テムとして

設計できる技術者を育てます。
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複数コ聯鼠制愈プログラムとして性格

R鯛d軒made

掛値々の科目を組み立てる自由度の少なさ

匪コ［スを選択でき愚自由度でカバー

¢門嚢…a一缶

生産環境科学科に恕仲春
載育内容仰検討
学科・改組畢甘

師粍捏雄藩儲瑞

軒訃∵認ま「掛致掠群壕濃蘭盛儀鰯濾過鰯適

武断級数捧署各茸ヰ勘難敵敵粗菓戯腰鹿渡臆戯耳

離班沌摘撞灘魔幣ヤ紙幣翫相磯偲

択㌣薄儀蘭避愚厳封恕恕遮畳蝕愚敬赦鮎

儲コヰ乱酔匪墓整骨頃筆堰重合と鮭掛目申設置
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初年決戦育の枠組轟づく印

初年次第1期における

感『スタディ・ス車外ズ（東学学習法）』亀導Å

億『情報処理演習』による泰阜支援

密『地域交流サテライト実習』の開講

態各コース概論　の開講

科目メニュー1年生1学期

約軸咄棚番
藤藤樹冒

境　野鼠事寮都議卑飽粛廃語』

頓　悟報処理演習

稲　生産環境科学概論王

稲　生産環境科学概論Ⅷ
選択必備科目

境　地域党旗骨菅肇碓紅紫蘭

寄膵謂間議院還庶鞄愚常時底咤蝕鰻

鞄観寵塊轡欝菅ぜ雛寮闇

君たちが学び．そして研究すべきこ揖ま何？

地域における農林業¢実態，例えば

最先蝿の農林葉・環境保全技術や農林業¢危機を

現地レポートすることでtやりたいこと探し杏サポート

トンボ公園の見学

発見が学びの衝動に

最脚点純　計画

髄　春闘　　　風　車　ル

『スタディ・スキルズ』『情報処理演習』
♯

垂　開成vat圭脚　モチペアも唱ン

『地域交流サテライト実習』『コース概論』

‖

態　A純専門技術教育　へのソフトランデ叶おぎ

認廓酌・黒牛Jbま点3

脚泉臍の衆撃盤臆な愚ため臆

基本的な学菅技術（見辛ル）を理解．会得し
高校生までの受け身の学習（盤寵）から．
自らが率先する学習（学生）へのステップ・アヅプをお手伝い

詳辞　　　　　　　、廿
：・ト．ヽ
H．ヽ√ヽ
｝：．ヽ

鞘舘計抗告庶顎

○～

H．ヽ

茸彊‡＋鞍‡十一

人ト

トト：・：べ

＃　‾鰹隠溺忘透過掛遇
ト：（・ト「

一　　　撃　　　Hト　　　　　ト

≡≡≡＝≡；毒萱壷。≦墓喜竺竺生：ニ：ニニ丁＝＝＝

旺踊

十

鰹厭∪澗韮
「プレゼン」だってこのとおり

「情報処理演習」タイアップ

科目メニュー1年生2攣勲

コ胃スを視野に黒チップ・アップ

必備科目

嘲　測量学

撃鞠共通億周層御儲瀾

稲　食料環境工学

嘲　水環境工学

喝　森林資源論

噌　保全生態学

東学背骨閻恕鮎曜藍披閏聴の酔眼笥咤関萄藍愚
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